
膵癌（浸潤性膵管癌）は最も予後不良な難治性癌であり、切除のみが唯一治癒する可能性がある治療です。

しかしながら診断時に切除可能な症例は20～30％のみであり、たとえ切除ができたとしても、切除例の５年

生存率は約20％にしかすぎないのが現状です。近年はその難治癌に対して、化学療法・放射線療法・手術・

術後補助化学療法などを組み合わせた集学的治療によって予後の向上を試みております。当院では化学療法

患者の栄養・免疫状態の維持・改善を支持し継続した化学療法が行えることで予後向上の一助になりえるよ

うに看護師・栄養士・薬剤師・医師による多種職の栄養専門医療チームで栄養サポートを行っております。

また遠隔転移のない局所進行膵癌患者に対しては我々消化器外科の他に、消化器内科・肝胆膵内科・糖尿病

内科・放射線治療科・血管内治療科・形成外科（血管外科）と診療科を横断した医療チームで治療にあたっ

ております。切除不能局所進行膵癌患者に対して化学放射線療法とその後の継続した化学療法を行うことで

強力な局所制御が期待でき、また術前血流改変術を行い浸潤している血管の合併切除再建を行うことで癌を

遺残なく摘出できる可能性が高くなります。今後も難治性の膵癌に対してオール大阪市大病院での医療チー

ムでベストの治療を提供し、一人でも多くの膵癌患者を救いたいと考えております。
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『肝癌治療の最前線』

消化器外科 講師 天野良亮
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症例呈示

『外科治療を行った難治性小児てんかんの一例』

脳神経外科 講師 宇田武弘

てんかんは、頻度の高い神経疾患であり、有病率は約1％と言われてい

る。てんかんの治療手段としては、抗てんかん薬による薬剤治療が基本

となるが、適切な抗てんかん薬の使用によっても、約10%の症例では発作

が十分に抑制できない。このような難治性てんかんの治療においては、

外科的治療が注目されている。近畿圏でも数か所の大学病院が てんかん

の外科治療を行っているが、手術が必要とされる症例数に追いついてい

ない現状がある。包括的なてんかん診療は、多科(小児科、脳神経外科、

精神神経科、神経内科)・多職種(医師、リハビリ、看護師、検査技師、

心理士、MSWなど)・地域連携体制で双方向的に行うべきであり、今後と

も地域の先生方との連携強化を進めていきたい。

本会の症例呈示にて、複雑部分発作を主訴とする10歳の男児例の呈示

を行った。本例は、生後6か月で受傷した脳挫傷が原因となった外傷性て

んかんであり、MRIや、PET、SPECTでは左大脳半球に広範囲の委縮と機能

低下が疑われた。しかし、頭皮脳波、脳磁図では左後頭葉に異常は限局

し、ビデオ脳波モニタリングで捕捉した発作時脳波も左後頭葉が起始で

あった。術中皮質脳波ガイド下の後頭葉焦点切除術を行い、術後の発作

転帰は良好である。広範囲に脳損傷が見られても、各種検査において、

てんかん焦点が局在化する症例では、焦点切除術の適応になりうるとい

う意味で印象的な症例であったため、症例呈示を行った。

『著しい好酸球増多により多発塞栓症及び脳出血を来たした一例』

血液内科・造血細胞移植科 医員 岡村浩史

好酸球増多症候群（HES)は、様々な臓器障害を引き起こし、致命的な経

過をとり得る疾患ですが、末梢血好酸球数と臓器障害との関連は明らかに

なっておらず、治療開始基準は明確に定まっていません。本症例はステロ

イド不応性であり、当院転院時の末梢血好酸球数が約30万/μlと著増して

いると共に、皮疹や肺炎といった臓器障害を認めていました。そのため、

速やかに抗癌剤投与や顆粒球除去療法を施行した結果、好酸球数は低下傾

向を認めましたが、治療経過中に急性冠症候群、脳出血、脳ヘルニアを発

症し、致死的経過を辿りました。剖検所見では、心、脳、肺など主要な臓

器のほとんどに好酸球塞栓や血管内血栓を認めており、それらが病状の悪

化に寄与したと考えられました。

HESの治療開始基準や治療の緊急性について定まったものはありません

が、好酸球増多症候群は、好酸球に含まれているサイトカインや蛋白質の

働きにより様々な臓器障害や血栓症を引き起こすことが知られています。

従って、本症例のように心や肺、中枢神経など生命維持に重要な臓器に障

害を認める場合や、末梢血好酸球数が10万/μlを超えるようなケースは、

治療に緊急を要する状態であると考えられます。

次回開催のお知らせ 第28回Face-To-Faceの会

平成27年6月20日(土) 15：00～17：00 於：大阪市立大学医学部附属病院 5階講堂
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